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◇あとがき◇
　先日，北信濃安曇野に碌山美術館を訪ねた。
安曇野は日本近代彫刻の扉を開いた明治の彫刻
家荻原碌山（1879-1910年）の生地で，例年にな
く遅い秋の訪れに，わずかに色づいた蔦に覆わ
れた教会風の建物に碌山の作品が並んでいた。
とりわけ碌山の代表作，「女」は，背中に手を組
んだ女性が苦悶とも恍惚ともわからぬ表情で体
をよじりつつ岩から伸び上がる姿を現した精神
性の高い作品で，明治以降の日本彫刻で初めて
重要文化財の指定を受けている。この作品のモ
デルは，碌山の同郷で新宿中村屋を起業し，多く
の人材を集めて芸術サロンを開いていた相馬黒
光とされる。敬虔なクリスチャンであった碌山
は，黒光への少年期からの憧れや慕情，その夫
の相馬愛蔵に対する尊敬との葛藤に苦しみ，碌
山の気持ちを知る黒光もまた，わが子の死や，女
性を拘束する古い慣習，倫理観を乗り越えて彼
方の理想へ向おうと深く悩んでいた。こうした
苦悩に立ち上がる「女」の姿は，ある意味で今回
のテーマの腸管不全症と似ていると思った。腸
管不全症の病態は個体によりさまざまで，個々
に深刻な臨床上の問題を抱えている。多様な病
態を知り，GLP‒2アナログ製剤などの新規薬や
移植医療の意義を知り，個々の患者の生活と社
会性を知って，その向上を目指していかなくて
はならない。それは岩に足を埋めつつも体をよ
じって伸び上がろうとする「女」の姿に似ていな
いだろうか。さらに，モデル動物や再生医療的
手法など腸管不全症をめぐる近年の基礎研究の
進捗は興味深い。これら腸管不全症の研究，臨
床の最新情報を総括的に語り，議論のできるサ
ロンのような一巻を目指して本特集を企画した。
　碌山は「女」の石膏原型を完成した 20日ほど
後に 30歳の若さで世を去った。
　碌山の胸の内に思いを馳せるうちに美術館脇
の踏切の警報器が鳴り始め，かつて中村屋のサ
ロンが開かれ，彼らが毎夜熱い議論が交わした
新宿に向けて，JRの最新型 E353系特急あずさ
が駆け抜けて行った。
 （黒田達夫）

2026/09/13 05:46:47


